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する報告はみられるが，Her2・Ki-67 の発現に関しては controversial である．
我々は FNAC 検体の前段階として，手術時切除標本の生割面をプレパラートに
スタンプして採取した捺印細胞診を用いて HER2 および Ki67 染色に関して，
FNAC が組織診検体に代替できるか否かを検討した． 
【方法】原発浸潤性乳癌 36 例から手術時に捺印細胞診標本を作製し，95%アル
コールで固定後 HER2 および Ki-67 染色率を免疫細胞化学的に分析した．組織
診標本はホルマリン固定後にパラフィン包埋した．HER2 染色には，HercepTestTM 
(Dako)を使用し，Ki67 染色には MIB-1(anti-mouse monoclonal, 1:50) (Dako)
を用いた．2 次抗体と検出系は DAKO ChemMate ENVISION kit/HRP(DAB)を使用
した．HER2 染色性はスコア 0 から 3+で判定し，Ki67 染色率は腫瘍細胞を 100




【結果】HER2 染色の検討には 36 例を，Ki67 染色率の検討には 28 例の捺印細
胞診検体を用いた．8 例は採取できた腫瘍細胞数が少なく，HER2 染色性の評価
を優先した． 
 捺印細胞診の免疫細胞学染色において，HER2 は細胞膜に，Ki-67 は核に染色
されており，染色性を評価するうえで十分に許容できると思われた．また，捺




ても組織診検体と遜色なく HER2 染色性および Ki67 染色率の評価が可能である
ことが示唆された． 


